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１．研究計画の概要 

サンゴ礁は，温暖化による白化，二酸化炭素
濃度上昇に伴う酸性化による石灰化抑制，海
面上昇による水没と，地球温暖化シナリオの
すべての要因によって重大な影響を受ける．
それぞれの要因に対するサンゴ礁の応答は
単純ではなく，しかも相互に関連しあってい
る．本研究の目的は，すでに現れた温暖化，
酸性化，海面上昇の影響を，サンゴ群集やサ
ンゴ礁生態系スケールで検出して，温暖化に
対するサンゴ礁の応答を評価することであ
る． 

 

２．研究の進捗状況 

 琉球列島石垣島の白保サンゴ礁において
定測線における調査を継続し、高温ストレス
応答を評価した。高温ストレスに対する応答
は、サンゴの種類によって異なっており、白
化して大規模にへい死するが無性的成長に
よる回復が著しい枝サンゴ、白化するがへい
死には至らない塊状サンゴ、白化しにくいア
オサンゴなどのグループに分かれる。1998 年
白化後には、この 3 グループとも５年で白化
前の規模まで回復した。しかし、2004 年以降、
高温ストレスは小規模であるにも関わらず、
枝サンゴの被度が大規模に減少してしまっ
ており、高温ストレス以外の要因が関わって
いる可能性がある。 

 酸性化応答評価のため、白保サンゴ礁では、
二酸化炭素濃度が 600-800ppm と増加し将来
の高二酸化炭素環境を模擬している夜間の
群集代謝を見積もったところ、６割のデータ
が溶解を示した。これは、堆積物の半分をし
める高 Mg カルサイトが、溶解しているため
である。高 Mg カルサイトの飽和定数は、Mg

量などによって異なるため、実験的に求めら

れていないが、今後実験室とフィールドにお
いてその溶解速度を求める必要がある。沖縄
本島北西方の活火山の無人島、硫黄鳥島では、
全島にわたり高い被度で造礁サンゴが分布
している。一方、火山ガスが噴出して海水の
pH が 7.7 程度と低下した海域では、局所的に
造礁サンゴが分布せず、ソフトコーラルが密
生している。pH の低下量は、今世紀に予想
されている値とほぼ同じ規模であり、今世紀
中に海洋酸性化によって造礁サンゴ群集が
ソフトコーラル群集にシフトする可能性を
示唆する。 

 サンゴ礁コアから採取されたサンゴ化石
を種レベルまで同定して、今世紀と同規模の
海面上昇速度であった後氷期の海面上昇に
対するサンゴ地形・群集の応答を明らかにし
た。サンゴ礁礁縁（砕波帯）のミドリイシ類
など特定のサンゴ群集が、サンゴ礁地形の維
持にとって重要な役割をはたしていること
が明らかになった。将来の海面上昇に対して
サンゴ礁地形を維持するためには、礁縁部の
特定種の維持・再生が必要であることが明ら
かになった。 

 

３．現在までの達成度 

 長期的な群集の変遷を明らかにして温暖
化応答予測の基盤を作ることができた点，酸
性化による溶解や群集シフトの初めてのデ
ータを得ることができた点，海面上昇に対す
る鍵種を認定することができた点など，将来
のブレークスルーになる成果を得ることが
できた点から，「当初の計画以上に進展して
いる」と判断する．なお，中間評価結果はＡ
「研究領域の設定目的に照らして，期待通り
の進展が認められる」であった． 
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４．今後の研究の推進方策 
 石垣島白保サンゴ礁では，過去 15 年間の
群集変化の調査結果をまとめ，水温変化に対
する白化や種構成，共生藻，群集代謝の変化
を，群集スケールでまとめる．酸性化につい
て，硫黄鳥島におけるソフトコーラルへの群
集シフトと，白保における夜間の溶解が，CO2

濃度上昇とどのような関係があるかを明ら
かにするために，高 CO2条件で，ソフトコー
ラルの高CO2に対する耐性と堆積物の溶解実
験を行い，フィールドの結果と比較して，今
世紀の高 CO2 におけるサンゴ礁応答に，新し
い視点を組み込むことができる．海面上昇応
答については，過去の海面上昇に対する応答
の記録から，群集スケールでの応答を予測す
る． 
 実際のフィールドにおいて，すでに起こっ
ている温暖化，酸性化，海面上昇に対するサ
ンゴ礁の応答を実証，評価して，C02 の応答
モデルに対して事実に基づく情報を提供す
る．さらにこうした応答が，実験室スケール
の生物・化学素過程とどのように関係してい
るかを明らかにすることによって A01，A02

と，その歴史的変遷を明らかにすることによ
って，B01， B02 とも共同で研究を進める．
今後は，これら３つの要因，さらには栄養塩
濃度増加などローカルなストレスとの複合
的な影響がどのように相乗的に現れるかに
ついて検討を進める． 

 サンゴ礁は，地球温暖化に対してもっとも
敏感な生態系であり，本研究の成果は生態系
の地球温暖化応答というより一般的な学術
的課題に対して大きく寄与する． 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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2009 年 

5 月 22 日 ＮＨＫ総合 ニュースウォッチ 9

「海面上昇のツバル・ゴミ問題も深刻」 

10 月 01 日 朝日新聞「温泉で酸性化，サン
ゴ姿なく」 

10 月 26 日 毎日新聞「硫黄鳥島にウネタケ」 

12 月 16 日 読売新聞夕刊「温暖化って！？ 
星の砂」 

2010 年 

2 月 04 日 朝日新聞「インド洋海水温異常
86 年前に頻発化 東大チームサンゴの年輪
解析」 

10月14日 ＮＨＫラジオ あさいちばん エコトピッ
クス「生物の力で島を水没から守れ！」 


